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■■■ 例会プログラム ■■■   

例 会 日 卓 話 者 演 題 

3 月 26 日 会員  河原治子 私の生い立ちと絵画 

4 月 2 日 愛宕山 山上 ６：３０ ～ 早朝例会 

4 月 9 日 佐田町 大熊 等様 ０戦世界チャンピョンになるまで 

■■■ 出席報告 ■■■  

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 前々回補正出席率

44 35 9 (4)  87.50% 92.50 % 

■■■ 欠席者 ■■■  

大島治／加藤昇／園山／杉原／三好 

(山根／牧野／木村／山口)  

■■■ 来訪者 ■■■    

 な  し 

■■■ メークアップ ■■■   

 3/19 加藤昇・恒松・大島治・曽田・佐々木・大谷・土江・小松 

(家庭集会) 
*************************************************** 

■■■ 次回例会受付当番 ■■■   

（ 4 月 9 日 ） 石原俊太郎／大島卓爾／佐々木哲也 

（ 4 月 16 日 ） 清原正幸／園山 繁／曽田敏康 

■■■ 近隣クラブ例会情報 （メークアップを考えましょう） ■■■   

月 
出雲中央 4/13 6/22 

       3/30・6/29(休) 
松江南   

火 出雲  4/7  4/14(休) 松江しんじ湖 4/7  4/28(休)

水 大社  4/1   松江        

木  松江東  

金 出雲南   

■■■ 会長挨拶 ■■■  

今朝は、鶯の声で起床しました。 

平成 9 年に住居を移ってから初めてのことで、少し未熟な鳴き声でしたが

かわいらしく何となく爽やかな気持ちになりました。鶯は別名春告鳥と言わ

れ、新しい春に希望を持たせる魅力のある美しい鳥と親しまれています。

一方、春告魚は食べても美味しい特にメバル「眼張」が代表格です。メバ

ルは冲メバルと灘メバルがいますが、冲メバルは魚体があでやかで、灘メ

バルは食べて美味しい魚です。 

 さて、季節の変わり目のこの頃になりやっと春の趣を感じる日和となりま

した。桜の誘いももうすぐです。これから日本の四季の一番手を十分楽し

み、生きている喜びを感じたいものです。 

■■■ 幹事報告 ■■■   

１． 隠岐西郷RC 創立５０周年記念式典のご案内 

     5/31(日) 隠岐島文化館 12：30 

２． I M 出席の皆様 3/29(日) 10：30  会議所集合出発 

■■■ スマイル ■■■  

内田 （２９日 I M 出席の皆様お世話になります。  

河原会員スピーチありがとうございます。） 

 

■■■ スピーチ・例会行事  ■■■  

私の生い立ちと絵画 

河原治子 会員 

小汀会員から絵に関することのお話を

卓話としてお願いしたいと仰云ったこと

もあり、生涯の中で一番関わりの深か

ったものは、絵を自ら描きたい、人の

真似ではなく、心の底から湧き出るも

のを表現したく、少女の頃から思っていました。 

私の父の兄は医者として研究を重ね、スイスのベルンに数年滞在して、ヨ

ーロッパの各地に旅をし美しい絵ハガキが沢山送って来ていました。 

美しい自然の景色や有名な美術館からの、又その建築物などの美的な

センスに魅せられ、絵筆を取りたい思いに満ちていました。 

私の下手な作品でも、今振り返ってみればなつかしいものばかりです。 

描くと云うことは、まず情感です。見る人にわかってもらえること、心で学ぶ

こと、技術はその後について来るものと思います。 

今日は一部ですが私が島根県美術県展(日本画の部)に応募しながら頑

張って審査員になるまでの作品を紹介してみます。 

楽しみと苦しみのまじり合った作品です。 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 


